
       

 

令和３年３月３０日 

九 州 地 方 整 備 局 

 

『阿蘇砂防事務所』を設置します 

～阿蘇地域における直轄砂防事業の推進体制の強化～ 

 

 

 

令和３年４月１日付けで新組織『阿蘇砂防事務所』を設置し、豪雨や火山噴火による災

害リスクを抱える阿蘇地域において、砂防堰堤の整備等の土砂災害対策を強力に推進して

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問合せ先＞ 

【事務所に関すること】 

国土交通省 九州地方整備局 企画部 企画課 課長 北村 明政（内線３１５１） 

【砂防事業に関すること】 

国土交通省 九州地方整備局 河川部 河川計画課 課長 山上 直人（内線３６１１） 

 

住所：福岡市博多区博多駅前２－１０－７ 福岡第二合同庁舎 

電話番号：０９２－４７１－６３３１（代表） 

 

【阿蘇砂防事務所】≪設置場所：熊本県熊本市東区下南部１－４－７３≫ 

 

＜阿蘇山直轄砂防事業概要＞ 

○ 平成 30 年度から令和９年度までの 10 年間で概ね 25 施設程度の砂防堰堤等を整備し、集

落や国道 57 号、国道 325 号、JR 豊肥本線、南阿蘇鉄道等への土砂災害を防止・軽減します。 

 



阿蘇砂防事務所の設置

阿蘇山直轄砂防事業概要
事業概要：豪雨や火山噴火による災害リスクを抱える阿蘇地域において、砂

防堰堤等を整備し、集落や国道57号、国道325号、JR豊肥本線、南
阿蘇鉄道等への土砂災害を防止・軽減する。

事業内容：砂防堰堤等を概ね25施設程度整備

事 業 費 ：約150億円

事業期間：平成30年度～令和９年度（予定）

○ 阿蘇山（阿蘇カルデラ内）では、熊本地震とその後の降雨により崩壊等が多発し、平成30年度より直轄砂防事業に
着手。

○ 令和２年度まで熊本復興事務所にて事業を実施してきたが、大規模斜面崩壊対策（熊本地震対応）が完了し、かつ
今後、直轄砂防事業に係る工事が本格化することから、令和３年４月１日に新組織「阿蘇砂防事務所」を設置。
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本事業における施設整備予定地区

土石流の発生のおそれがあるエリア

事業実施箇所（16箇所） 完成箇所

事業実施箇所位置図（令和３年度）

国土交通省
阿蘇砂防事務所

（現立野ダム工事事務所庁舎内に設置）
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【R3.3完成】四ツ江川（阿蘇市）

【建設中】東下田川２（南阿蘇村）

南阿蘇村鉄道

砂防堰堤（建設中）

国土地理院地図をもとに九州地方整備局作成


